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[第１分野] １.化学変化と原子・分子

・化学反応式

基本の解説と問題
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〈化学反応式①〉
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水を電気分解すると、水素と酸素に変化した。

水 水素 酸素＋

分解



〈化学反応式②〉
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化学変化を化学式で表したもの。化学反応式・・・

[化学反応式の作り方]
例）水の電気分解

①物質名で書く。

水 → 水素 ＋ 酸素

②物質名を化学式を置き換える。

Ｈ２Ｏ → Ｈ２ Ｏ２＋



〈化学反応式③〉
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③化学変化の前後で、原子の数が等しくなるように調整する。

１）酸素原子の数が合っていないので、酸素原子の数が
等しくなるように、左辺に水分子を増やす。

２）水素原子の数が合っていないので、水素原子の数が
等しくなるように、右辺に水素分子を増やす。

Ｈ２Ｏ Ｈ２Ｏ → Ｈ２ Ｏ２＋

Ｈ２Ｏ Ｈ２Ｏ → Ｈ２ Ｏ２＋Ｈ２



〈化学反応式④〉
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④同じ物質はまとめ、その数を化学式の前につけてまとめる。

Ｈ２Ｏ Ｈ２Ｏ → Ｈ２ Ｏ２＋Ｈ２

２Ｈ２Ｏ → ２Ｈ２ Ｏ２＋

１は書かない

水分子が２個 水素分子が２個 酸素分子が１個

２Ｈ２Ｏ → ２Ｈ２ Ｏ２＋

●化学変化の前後で、原子の種類と数は変わらない。



基本問題
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１．水を電気分解すると水素と酸素が発生する反応について、

化学反応式をつくった。①～④のうち、正しいものを選べ。

①Ｈ２Ｏ → Ｈ２ ＋ Ｏ

②Ｈ２Ｏ → ２Ｈ ＋ Ｏ２

③２Ｈ２Ｏ → ２Ｈ２ ＋ Ｏ２

④２Ｈ２Ｏ → ２Ｈ２ ＋ ２Ｏ

⑤Ｈ２Ｏ２ → Ｈ２ ＋ Ｏ２

２．下の文章は化学反応について説明したものである。

あてはまる言葉を入れよ。

化学変化の前後で、原子の（ ）と（ ）は変わらない。



１．水を電気分解すると水素と酸素が発生する反応について、

化学反応式をつくった。①～④のうち、正しいものを選べ。

①Ｈ２Ｏ → Ｈ２ ＋ Ｏ

②Ｈ２Ｏ → ２Ｈ ＋ Ｏ２

③２Ｈ２Ｏ → ２Ｈ２ ＋ Ｏ２

④２Ｈ２Ｏ → ２Ｈ２ ＋ ２Ｏ

⑤Ｈ２Ｏ２ → Ｈ２ ＋ Ｏ２

２．下の文章は化学反応について説明したものである。

あてはまる言葉を入れよ。

化学変化の前後で、原子の（ ）と（ ）は変わらない。

基本問題 解答
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③

種類 数



応用問題にもチャレンジしてみましょう！
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化学反応式について、次の問いに答えよ。

①酸化銀を分解すると、銀と酸素が発生した。

この反応の化学反応式は、

２Ａｇ２Ｏ→ ４Ａｇ ＋ Ｏ２

である。この反応に合うようにモデルをかけ。

ただし、銀原子を●、酸素原子を○とする。

②水を電気分解したときの反応を化学反応式でかけ。

応用問題
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応用問題はとけましたか？

わからないときは解説編をみよう！
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確認・応用問題・Practiceの解答（PDF＆解説動画）は、

http://e-clus.com/ で購入できます。

学習動画イークルース 検索
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